


















































  『月に吠える』の意義はどこにあるかは、三好達治が「四季」（昭和 17年 9月号）の萩











































































































































びしくなる」の３語が用いられている。第 2連に、  
ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよと空では雲雀の親が鳴いてゐる。  
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おれはかはいさうな雲雀の巣をながめてた。 
巣はおれの大きな掌の上で、やさしくも毬のやうにふくらんだ。 






































































舎居住者から」は、大正 12年 3月 24・25・27・29日の『東京朝日新聞』に掲載され、「田
舎から都會へ」は、大正 14年５月號の『新潮』に、「都會と田舎」は、大正 14年 9月號
にそれぞれ掲載された文章である。そこでは、都会人の田舎観について述べている。特に



































































『靑猫』は、大正 6年 2月から 11年 7月にかけて、「感情・詩歌・新生・文章世界・日
本詩人・詩聖・詩型」などの雑誌に発表した詩から 55篇あつめ、詩論「自由詩のリズム」
を収め、大正 12年 1月 26日新潮社から刊行された。 
大正 6～11年の 5年の間に、朔太郎の身辺で二つの出来事がある。一つは、大正 6年 5



















11月「詩歌」に発表された 39行 5連の詩である。第 2連「私はかなしむ この白っぽけ









正 6年 4月「詩歌」）の第 2連に「かなしい人類の歴史を語る猫のかげだ」とある。「月夜」






































「厭らしい景物」は 17行 3連の詩で、初出は不詳である。第 1連は「雨のふる間／眺
めは白ぼけて／建物 建物 びたびたぬれ／さみしい荒廢した田舎をみる／そこに感情をく
さらして／かれらは馬のやうにくらしてゐた。」とあり、第 2連に「私は退屈な田舎に居




















































































る。28行 3連の詩で、大正 7年 4月「感情」に発表された。 
第 1 連は、「おるがんをお彈きなさい 女のひとよ／あなたは黑い着物をきて／おるが
んの前に坐りなさい／あなたの指はおるがんを這ふのです／かるく やさしく しめやか
に 雪のふってゐる音のやうに／おるがんをお彈きなさい 女のひとよ。」とある。「黑い
着物」、第 2 連の「まっ黒な憂鬱の闇」、第 3 連の「まっくろのながい着物」「おほきな黑
い風琴」の「黑」の語から、女と死とのかかわりを示していよう。「かるく やさしく し
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めやかに」の詩句は、第 2 連では「やさしく」が意味不明の「とうえん」とある。「おる
がんをお彈きなさい 女よ」の詩句の繰り返しは3箇所あり、第 3連では「あなたのおほ










大正 7年「感情」4月号に「憂鬱の川邊」と「黑い風琴」を発表後、大正 10年 10月の
「日本詩人」に、「花やかな精緒・快適を失ってゐる・蒼ざめた馬」を発表するまで、3年
6ヶ月にわたって詩作を発表していない。 
この間のことを年譜でみると、大正 8年 5月 1日に上田稲子と結婚。父密藏老衰のため


























生きる心境は、詩話会が島崎藤村 50歳を祝って贈った『現代詩人選集』（大正 10年 2月
刊行）に載った「まづしき展望・艶めける靈魂・十二月下旬」にうかがえる。これらの作







10月「日本詩人」に発表された 29行 4連の詩である。第 1連「深夜のしづかな野道のほ
とりで／さびしい電燈が光ってゐる／さびしい風が吹きながれる（以下略）」、第 2連「そ
こやかしこの暗い森から／また遙かなる山山の麓の方から／さびしい孤燈をめあてとして
／むらがりつどへる蛾をみる。蝗のおそろしい群のやうに／光にうづまき くるめき  押し
あひ死にあふ小蟲の群團。」、第 3連「人里はなれた山の奥にも／夜ふけてかがやく孤燈を
ゆめむ。／さびしい花やかな精緒をゆめむ。／さびしい花やかな燈
あ
火
かり
の奥に／ふしぎな性
の悶えをかんじて／重たい翼をばたばたさせる／かす
、 、
てら
、 、
のやうな蛾をみる／あはれな 
孤獨の あこがれきったいのちをみる。」と、「さびしい」の語が目立つ。「さびしい」の意
味の原点をもとに考えると、何かを求めている「電燈・孤燈・燈火」は、現世を離れたエ
レナを表し、そこに群れる「むらがりつどへる蛾」「蝗のおそろしい群」「押しあひ死にあ
ふ小蟲の群團」の詩句は、朔太郎がエレナを求める心象であろう。特に「ふしぎな性の悶
えをかんじて／重たい翼をばたばたさせる／かすてらのやうな蛾」は、性に悩む朔太郎自
身の心の投影、自身がいうところの「邪淫詩」の源である。第 4連の光を求めて飛びかう
蛾は、「光の周圍にむらがり死ぬ」とある。その死から現実を離れた「はなやかな精緒の世
界」に生きようとする。幻想の世界が現実となる。このことは、エレナ幻想への道が通じ
はじめたことを意味する。これまで静かで穏やかだったエレナへの思いが、幻想の世界を
構築するのあたって、エレナへの情念の炎が一気に燃え盛る。（以下次号） 
 
［付記］引用の朔太郎の作品は、筑摩書房版『萩原朔太郎全集』による。 
